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間接援助技術の方法と技術

　この授業は社会福祉援助技術のうち、間接援助技術といわれる地域援助技術（コミュニティーワーク）、社会
福祉調査法などについて学びます。
　社会福祉の援助技術としては直接援助技術の方がイメージしやすいかと思いますが、これからは地域福祉の時
代といわれています。社会福祉援助技術の中で間接援助技術を身に着けておくことは今後の社会福祉実践、さら
には一人の市民として地域社会のことを考えるためにも大切なことです。
　授業では実際の事例などを提示しながら、知識を活用して、一緒に考えていきながら、学びを深めていきま
す。

（前期）

１．相談援助における対象の理解①
２．相談援助における対象の理解②
３．ケースマネジメント（ケアマネジメント）①
４．ケースマネジメント（ケアマネジメント）②
５．グループを活用した相談援助①
６．グループを活用した相談援助②
７．グループを活用した相談援助③
８．相談援助における社会資源の活用・調整・開発①
９．相談援助における社会資源の活用・調整・開発②
10．さまざまな実践モデルとアプローチⅠ①
11．さまざまな実践モデルとアプローチⅠ②
12．さまざまな実践モデルとアプローチⅠ③
13．さまざまな実践モデルとアプローチⅡ①
14．さまざまな実践モデルとアプローチⅡ②
15．さまざまな実践モデルとアプローチⅡ③

（後期）

１．さまざまな実践モデルとアプローチⅢ①
２．さまざまな実践モデルとアプローチⅢ②
３．さまざまな実践モデルとアプローチⅢ③
４．さまざまな実践モデルとアプローチⅢ①
５．さまざまな実践モデルとアプローチⅢ②
６．ケースカンファレンスの技術①
７．ケースカンファレンスの技術②
８．相談援助における個人情報の保護①
９．相談援助における個人情報の保護②
10．相談援助における情報通信技術の活用
11．事例研究の手法
12．事例研究の実際：高齢領域
13．事例研究の実際：障害領域
14．事例研究の実際：児童領域
15．授業のまとめと習得度の確認

社会福祉援助技術各論Ⅰと同じ

授業への参加状況、授業中に課すレポート、試験などをもとに総合的に評価します。

社会福祉援助技術総論が単位修得済みであること。
授業中の私語・飲食は慎んでください。授業の妨げとなる場合には退出してもらう場合もあります。

http://www.icc.ac.jp/


